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小学５年生…課題を整理しよう

小学６年生…課題解決の見通しをもとう

中学１年生…自分の力で課題を設定しよう

中学２年生…活動の内容に合わせて課題を

設定しよう

中学３年生…自分で問題を発見し、

課題を設定しよう
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構想の意図
課題や目的に応じた情報を収集し、それを吟味し、受け手に合わせ

た表現を経験させることで、情報活用の実践力を育成する。
課題↔収集↔吟味↔表現、そしてまた新たな課題へと、この過程を

繰り返し経験させることが、情報活用能力の育成につながる。

課題 

収集 

表現 

子どもの
問題 疑問 願い

繰繰
りり
返返
しし
経経
験験

吟味 

願いや疑問、諸問題
に対して、子どもが
自ら解決したいと
いう意思を伴って
設定するもの

課題に応じて適切
な情報を集めるた
めの方法を選択し、
必要な情報を集め
ること

知り得た情報を整
理し、場面や状況な
どに応じた適切な
方法で言葉や文字、
図などに表すこと

収集した情報を課
題と照らし合わせ
ながら、分析・整理
などの検討をする
こと

情報活用能力の育成へ
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　　情報活用ハンドブック



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハンドブックを

使ってみよう

・何を調べたらよいか分からない。

・どう調べたらよいか分からない。
 

・何をしたらいいの？

・調べたいことが分からない。

そんなときは「課題」のペー

ジを見てみよう。
 

そんなときは「収集」のペー

ジを見てみよう。
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そんなときは「課題」のペー
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・調べた後はどうすればいいの？

・どれが大事か分からない。

・いっぱいあって困った。

・どうやって伝えるの？

・分かりやすく伝えたいな。

・聞いてもらうにはどうしたらいいの？

そんなときは「吟味」のペー

ジを見てみよう。

そんなときは「表現」のペー

ジを見てみよう。
 

「課題」「収集」「吟味」「表現」の

４つを使って、問題を解決していこう！
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　　情報活用ハンドブック



 
 

課題 収集 吟味

小

学

校

１

年

１－ １

○「あっ！」「あれ？」をみつけよう

・「あっ！」と気づいたことを書こう。

・｢あれ？｣と不思議に思ったことを書

こう。

１－ ２

○かんけいのあることをあつめよう

・観察しよう。

・体験しよう。

１－ ３

○あつめたことをわけたり、くらべた

りしてみよう

・収集した情報を分類し、比べよう。

教師と ワークシート カード 観察カード ワークシート 絵 Ｘチャ－ト 情報カード

２

年

２－ １

○しりたいことをきめよう

・発見したことをカードに書こう。

・似ているもの同士仲間分けをしよう。

２－ ２

〇えらんで、くわしくしらべよう

・デジタルカメラで撮影しよう。

・ホ－ムページなどで情報を集めよう。

２－ ３

○あつめたことをわけたり、くらべた

りしてみよう

・収集した情報を分類し、比べよう。

教師と グループ ＫＪ法 カード デジタルカメラ パンフレット ＨＰ ベン図 グループによる話し合い

３

年

３－ １

○みんなのい見からかだいをつくろう

・テ－マに沿って意見を出し合おう。

・出た意見をもとに、疑問を出そう。

３－ ２

○あつめたじょうほうをくらべてみよう

・インタビュ－で情報を集めよう。

・ファイルに情報を集積しよう。

３－ ３

○しらべたことをグラフにしてみよう

・情報をグラフで整理しよう。

教師と グループ ファイリング 棒グラフ アンケ－ト調査

４

年

４－ １

○調べたことからか題をつくろう

・調べたことをグラフに表そう。

・グラフを見て気づいたことを出そう。

４－ ２

○じょうほうしゅう集のてき切な方ほ

うをえらぼう

・アンケ－トをつくってみよう。

・インタ－ネットを活用してみよう。

４－ ３

○何から発表するかじゅん番を決めよ

う

・順序づけをしよう。

個人で グループ 棒・折れ線グラフ アンケ－ト 自作 インタ－ネット 順序づけ ナンバリング 話し合い

５

年

５－ １

○課題を整理しよう

・課題候補をカードに書こう。

・目的や条件に沿って順位をつけよう。

５－ ２

○自分にとって必要な情報を集めよう

・同じテ－マで多方面から情報を集め

よう。

・情報の信憑性を確認しよう。

５－ ３

○ふく数あることがらを、表を使って

くらべてみよう

・マトリックスを活用して話し合おう。

個人で グループ カード 序列化 図書館 新聞 インタ－ネット 映像 マトリックス ホワイトボード グル

ープディスカッション

６

年

６－ １

○課題解決の見通しをもとう

・課題に対する予想・仮説を立てよう。

・確かめるための方法を考えよう。

６－ ２

〇課題に応じて必要な情報をまとめよ

う

・資料から情報を読み取ろう。

・編集を考えて情報を整理しよう。

６－ ３

○集めたことをこう目ごとに整理し

て、比べてみよう

・座標軸を活用して整理分析しよう。

個人で グループ ワークシート 統計資料 座標軸

中

学

校

１

年

７－ １

○自分の力で課題をつくろう

・学習テーマに沿って情報を集めよう。

・集めた情報を整理して課題をもとう。

７－ ２

○必要な情報を整理し、共有しよう

・ＰＣフォルダ・カードに整理しよう。

・種類ごとに整理し、共有しよう。

７－ ３

○アイデアを分類・関連づけしてみよ

う

・ウェビングと順序づけで整理分析し

よう。

個人で ウェビング ＫＪ法 序列

化

コンピュータフォルダ 情報蓄積用 ウェビング 順序づけ ナンバリング

２

年

８－ １

○活動内容に合わせて課題をつくろう

・事前調査をしよう。

・調査結果を整理して課題をつくろう。

８－ ２

○様々なメディアから情報を選ぼう

・様々なメディアから関連する情報を

取捨選択し、複数見つけ出そう。

８－ ３

○職場体験学習に向けて自分の適性を

知ろう

・ＳＷＯＴ分析を活用して、自分の適

性を知ろう。

個人で ＫＪ法 序列化 メディア ＳＷＯＴ分析

３

年

９－ １

○身近な問題から課題をつくろう

・問題を発見し、原因を調べよう。

・解決のための具体的取り組みを考え

よう。

９－ ２

○課題に応じて適切な情報収集の方法

を選択し、必要な情報をまとめよう

・内容を明確に表すための情報を集め

よう。

・標本調査をしよう。

９－ ３

○見通しをもって課題解決学習をしよ

う

・フローチャートを利用して、学習プ

ランを立てよう。

個人で ウェビング 座標軸 ＫＪ法

序列化

調査資料 フローチャート

情報活用標準スキル表
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表現 ＩＣＴ活用 コンピュータ

１－ ４

○えやさくぶんにしよう

・分かったことや考えたことを絵や作文に

しよう。

・マウスを使ってアイコンを選択する。

・ソフトウェアを起動、終了する。

・実物投影機を使用して見せたいものを大きく写す。

作文 絵 日記

２－ ４

○しゃしんをとってしょうかいしよう

・デジタルカメラを活用して紹介しよう。

・紹介するときの順番を決めて発表しよう。

・キーボードを使用して文字を入力する。

・検索エンジンにキーワードを入力する。

・デジタルカメラで撮影する。

・デジタルカメラで撮影したデータを大型テレビに写す。

観察記録 デジタルカメラ 大型ＴＶ

３－ ４

○しりょうを見やすく工ふうしよう

・ＩＣＴ機器を利用して発表しよう。

・様々な文字や記号を入力する

・自分の名前などをローマ字入力する。

・文書処理ソフトや表計算ソフトなどの、ソフトウェアを使用する。

・作成したファイルを保存、印刷する。
デジタルカメラ 実物投影機

４－ ４

○表やグラフを使って表そう

・表やグラフを発表資料にしよう。

・表計算ソフトを使ってみよう。

・短い文章 ５０字程度 を入力する。

・デジタルカメラで撮影したデータをＰＣに保存する。

・フォルダにデータをコピー、保存する。

・表計算ソフトを利用し、情報を表にまとめる。

表計算ソフト

５－ ４

○プレゼンテーションをしよう

・聞き手に伝える内容を整理しよう。

・プレゼンテーション用ソフトを使ってみ

よう。

・１０分間に１００字程度の文章を入力する。

・目的に応じたソフトウェアを選択する。

・プレゼンテーション用ソフトを使用して発表する。

・作成したファイルを記憶媒体に保存する。

プレゼンテーション用ソフト プロジェクター

６－ ４

○友だちの発表を聞いてみよう

・発表の仕方を評価し合おう。

・発表方法を考えよう。

・１０分間に２００字程度の文章を入力する。

・ソフトウェアを利用し、写真や図、表などを複合した資料を作成する。

・電子メールを送信する。

評価カード パネルディスカッション

７－ ４

○聞き手に分かりやすいプレゼンテーショ

ンにしよう

・印象深く伝える方法を考えよう。

・伝える内容を整理しよう。

・１０分間に３００字程度の文章を入力する。

・場面や状況などに合わせて機器を選択する。

・文字や音声、静止画、動画などを、デジタル化する。

・ＩＤやパスワード、フィルタリング、ウィルスチェック、情報の暗号化などの、

情報セキュリティ確保のための設定をする。

・フォルダを作成し、ファイルの種類や内容に応じて整理、保存する。若あゆでの体験学習の発表

８－ ４

○発表内容の順番を工夫しよう

・発表する内容の順序を考えよう。

・発表練習を行い、修正しよう。

・画像や映像を適切なファイル形式に変換する。

・写真やイラストの解像度を用途に合わせて変更する。

・文書や画像、映像などを複合して表現、発信する。

・保存先の階層構造を意識し、ファイルを分類して保存する。

校外学習 職業体験の発表

９－ ４

○プレゼンテーション力を高めよう

・課題解決に向けて見通しをもとう。

・表現した内容から、新たな価値や課題を

見つけよう。

・１０分間に５００字程度の文章を入力する。

・文書や画像、映像などを効果的に複合して表現、発信する。

・情報の効率的な管理やセキュリティを考え、ファイルを圧縮して管理する。

・情報処理の手順を考え、簡単なプログラムを作成する。

修学旅行の発表

ＩＣＴ活用標準スキル表
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　　情報活用ハンドブック



 
 
 
 
 
 

標準

スキル
テーマ ページ

1－(1) 「あっ！」 「あれ？」 を みつけよう ７

2－(1) しりたいこと、やってみたいことをきめよう ８

3－(1) しらべたいこと（かだい）を決めよう ９

4－(1) さらにくわしく調べるための「か題」を決めよう １０

5－(1) 課題を整理しよう １１

6－(1) 課題解決の見通しをもとう １２

7－(1) 自分の力で課題を設定しよう １３

8－(1) 活動内容に合わせて課題を設定しよう １４

9－(1) 自分で問題を発見し、課題を設定しよう １５

 
 
 
 
 

課題のページ
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「あっ！」 「あれ？」 を みつけよう（１ねんせい）

「あっ！」と はっけん したことは ありますか？ 
「あれ？」と ふしぎに おもったことは ありますか？ 
 

みなさんは こくごで じぶんが おもったことを かくこと、 ともだちや せんせいに

はなすことを べんきょうしました。 きょうは 「あっ！」っとおもったことや 「あれ？」

っと おもったことを かいて ともだちや せんせいに おはなし しましょう。 

 
・ありが えさを はこんでいたよ。 
・ちょうが はなに とまっていたよ。 

「あっ！」

 

どこに えさを はこぶのかな？ 
はなで なにを しているのかな？ 

 

「あれ？」 

「あれ？」や「あっ！」を みんなで しらべましょう。

 

・ありは えさを どこに はこぶか みにいくよ。 
・ちょうは はなの みつを すっていると おもうよ。 
・みつを すうところを みてみたいな。 

わたしは こんなことを しらべるよ。
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参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しりたいこと、やってみたいことをきめよう（２年生）
こくごでは、おもったことをカードに書いたり、やってみたいことを友だちとはなしあってき

めたりします。きょうはまちたんけんをして、もっとしりたいとおもったことをみんなできめて

みましょう。 

まちたんけんをして、はっ見したことや、しりた

いことをカードにたくさん書いてみましょう。 

はいたつは大へんそう。 

ゆうびんやさんは道にまよわないの

かな。 

こうばんにおまわりさんがいた。 

友だちも、にていることを

かいてる！ 
にているカードはいっしょ

にしよう。 
 

友だちとはなしあって、もっとしりたいことをきめましょう。 
 

かいたものがおお

くて、まようなぁ。 

にているもの
どうしで、なかま
わけすると、きめ
やすいね！ 

おまわりさんはどんなしごとをするの

かな。 

いろいろなパンがうっていた。 

どうやってつくるのかな。 

8

情報活用ハンドブック

8

情報活用ハンドブック

小
学
二
年



参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しりたいこと、やってみたいことをきめよう（２年生）
こくごでは、おもったことをカードに書いたり、やってみたいことを友だちとはなしあってき

めたりします。きょうはまちたんけんをして、もっとしりたいとおもったことをみんなできめて

みましょう。 

まちたんけんをして、はっ見したことや、しりた

いことをカードにたくさん書いてみましょう。 

はいたつは大へんそう。 

ゆうびんやさんは道にまよわないの

かな。 

こうばんにおまわりさんがいた。 

友だちも、にていることを

かいてる！ 
にているカードはいっしょ

にしよう。 
 

友だちとはなしあって、もっとしりたいことをきめましょう。 
 

かいたものがおお

くて、まようなぁ。 

にているもの
どうしで、なかま
わけすると、きめ
やすいね！ 

おまわりさんはどんなしごとをするの

かな。 

いろいろなパンがうっていた。 

どうやってつくるのかな。 

参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しらべたいこと（かだい）を決めよう（３年生）

みなさんは、２年生のときに、国語のべんきょうで言ばと言ばをつないだり、かんけいのある

言ばや思いついたことを出し合ったりしてきました。今日は社会科で学しゅうする「わたしたち

のまちはどんなまち」をれいに、しらべたいこと（かだい）を決めてみましょう。 

じん社とお寺ってちがいはあるのかな？ 
えきでは何人の人がり用しているんだろう。 
道ろには何台くらい車が走っているのかな？ 

グループの友だちと、わたしたちのまちついて 
思いつくことを出し合って、つないでみましょう。 

 

 

人がたくさんいた 
じん社がある 

言ばをつないでいくと「ぎもん」が出て

きたね。この「ぎもん」を「かだい」とし

て、しらべてみよう！ 

何台車が走って

いるのかな？ 

わたしたち
のまち 

大きな道ろがある 

いつもはどう

かな？ 

お寺がある 

何人の人がり用

しているかな？ 

おまつりで行っ

たことがある 
どこにあるかな？ 
いくつあるかな？ 

このほかにも、

もっとつながり

そうだね。 

えき前はお店
もあるね 

えきがあるよ 
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さらにくわしく調べるための「か題」を決めよう（４年生）
２、３年生の算数で、グラフから考えたり、調べたことをグラフにまとめたりしました。４年

生の国語や社会科では、いろいろな調さ活動もします。「ゴミのゆくえ」をれいに、気になった

ことや、ぎ問に思ったことをさらにくわしく調べるために、調べたことをグラフにまとめて、も

う一度考えてみましょう。 

調べたことを「ぼうグラフ」や「おれ線グラフ」に表してみましょう。 

ぼうグラフは３年生で勉強したね。 
数をくらべるには「ぼうグラフ」！ 
変わり方を見るには「おれ線グラフ」がいいね！ 

 
気づいたこと 

一番ゴミが多い曜日は… 
一番ゴミが少ない曜日は… 

 
ぎ問に思ったこと 
土、日にどうしてゴミがこんな

に多くなっているのかな。 

ぼうグラフ 
 
気づいたこと 

ふえたのにへっているのは… 
あまり変わっていないのは… 

 
ぎ問に思ったこと 

ゴミがだんだんへっているの

は何か原いんがあるのかな。 

そうですね！グラフを見て気づいたことや、ぎ問に思ったこと

は何ですか？みんなと話し合って「か題」を決めましょう。 

 
・なぜ○○が一番多いか調べる。 ・○○がへった原いんを調べる。 
 

調べたいこと（か題）

どうして一番多

いのかな？ 
なぜ急にふえて

いるのかな？ 
理由を予想して

みましょう。 

市内のゴミが急にふえたのは

家でゴミがふえたからかな。家の人

にゴミのすて方を聞いてみます。 
理由を予想してみると、調べる

方ほうが分かってくるね！ 

おれ線グラフ 

参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 
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さらにくわしく調べるための「か題」を決めよう（４年生）
２、３年生の算数で、グラフから考えたり、調べたことをグラフにまとめたりしました。４年

生の国語や社会科では、いろいろな調さ活動もします。「ゴミのゆくえ」をれいに、気になった

ことや、ぎ問に思ったことをさらにくわしく調べるために、調べたことをグラフにまとめて、も

う一度考えてみましょう。 

調べたことを「ぼうグラフ」や「おれ線グラフ」に表してみましょう。 

ぼうグラフは３年生で勉強したね。 
数をくらべるには「ぼうグラフ」！ 
変わり方を見るには「おれ線グラフ」がいいね！ 

 
気づいたこと 

一番ゴミが多い曜日は… 
一番ゴミが少ない曜日は… 

 
ぎ問に思ったこと 
土、日にどうしてゴミがこんな

に多くなっているのかな。 

ぼうグラフ 
 
気づいたこと 

ふえたのにへっているのは… 
あまり変わっていないのは… 

 
ぎ問に思ったこと 

ゴミがだんだんへっているの

は何か原いんがあるのかな。 

そうですね！グラフを見て気づいたことや、ぎ問に思ったこと

は何ですか？みんなと話し合って「か題」を決めましょう。 

 
・なぜ○○が一番多いか調べる。 ・○○がへった原いんを調べる。 
 

調べたいこと（か題）

どうして一番多

いのかな？ 
なぜ急にふえて

いるのかな？ 
理由を予想して

みましょう。 

市内のゴミが急にふえたのは

家でゴミがふえたからかな。家の人

にゴミのすて方を聞いてみます。 
理由を予想してみると、調べる

方ほうが分かってくるね！ 

おれ線グラフ 

参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題を整理しよう（５年生）
今まで、いろいろな教科で勉強したことを使って課題に取り組んできました。でも、調べたい

ことがたくさん出てきてまよったことはありませんか？国語の学習では、テーマに合わせて話し

合ったり、考えたりしましたね。今回は５年生で始まる委員会活動を例に、テーマに合わせてど

の順番で取り組むかを考えてみましょう。 

課題こうほはそれぞれ何点になりましたか？ 
それぞれの点数も参考にしながら、１位から３位
までの順位をつけてみましょう。 

３位 

２位 

 

１位 理由 

理由 

理由 

○グループやクラスで最終順位を決めよう。 
○学習の場合は調べる方法を考えよう。 
○「しゅう集」のページを参考に決めよう。 
 

○その課題は達成できそうですか？ ３ ２ １ 
○みんなのためになりますか？ ３ ２ １ 
○活動のテーマに合っていますか？ ３ ２ １ 

次のように、順位をつけるため

のポイントを決めましょう。 

課題のこうほをカードに書き出しましょう。 

私はこんな理由
で１位にしたよ。 

なるほど。理由がはっきり 
していた方が考えやすいね。 

参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 
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資料を見たり体験をしたりして、ぎ問に思ったことや不思議に思っ

たこと、こうしたいと願ったことなどから、課題をもちましょう。 

 

例 総合的な学習の時間「すみよいまちづくり」等 
「子どもやお年寄りが住み良い町にしよう」 

課題 

課題に対して予想を立てましょう。 

例 「だれでも住み良い町って、こんな町じゃないかな」

「今の町のこんなところを、このように良くしたら、

住み良い町になるんじゃないかな」

予想 

予想を確かめるためにはどのような方法で調べたらよいですか。

「収集」のページを見て、どんな方法で調べるかを決めましょう。 

例 「まず、町のみんながどう思っているかを調べよう。

『収集』のページには、人に調査をするための方法が

のっています。この方法なら町の人の生の声が聞けそ

うだ。インタビューシートを用意して、一週間くらい

かけて聞いてみよう」

方法 

１ その方法で予想が確かめられそうですか？ 
２ 準備するものがありますか？ 
３ 調べる期間はどれくらい必要ですか？ 

課題解決の見通しをもとう（６年生）
みなさんは５年生までの学習で、課題のもち方や、調べ方について学習してきました。理科で

は結果を予想して、実験方法を考えて学習を進めていると思います。今回は課題に対して、自分

なりの考えをもったり、調べた結果どうなるかを予想したりしながら追究してみましょう。 
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資料を見たり体験をしたりして、ぎ問に思ったことや不思議に思っ

たこと、こうしたいと願ったことなどから、課題をもちましょう。 

 

例 総合的な学習の時間「すみよいまちづくり」等 
「子どもやお年寄りが住み良い町にしよう」 

課題 

課題に対して予想を立てましょう。 

例 「だれでも住み良い町って、こんな町じゃないかな」

「今の町のこんなところを、このように良くしたら、

住み良い町になるんじゃないかな」

予想 

予想を確かめるためにはどのような方法で調べたらよいですか。

「収集」のページを見て、どんな方法で調べるかを決めましょう。 

例 「まず、町のみんながどう思っているかを調べよう。

『収集』のページには、人に調査をするための方法が

のっています。この方法なら町の人の生の声が聞けそ

うだ。インタビューシートを用意して、一週間くらい

かけて聞いてみよう」

方法 

１ その方法で予想が確かめられそうですか？ 
２ 準備するものがありますか？ 
３ 調べる期間はどれくらい必要ですか？ 

課題解決の見通しをもとう（６年生）
みなさんは５年生までの学習で、課題のもち方や、調べ方について学習してきました。理科で

は結果を予想して、実験方法を考えて学習を進めていると思います。今回は課題に対して、自分

なりの考えをもったり、調べた結果どうなるかを予想したりしながら追究してみましょう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の力で課題を設定しよう（中学１年生）
みなさんは小学校で、課題づくりの方法について学んできました。中学校では身につけた方法

を活用して、自分で課題を設定し、追究しましょう。 

中学校の学習では、自分で課題を設定して学習することが多くな

ります。小学校で学んだ方法をふり返り、課題を設定する力を身に

つけましょう。 

 
 

学習のテーマ 

 
「収集○－（２）」を参考に、ど
のような方法で情報収集を行う
かを考えましょう。 

情報収集の方法 
 
学習のテーマに合わせて、
どのような情報が欲しいの
かを考えましょう。 

何を知りたいのか 

 
「吟味○－（３）」を参考に、
集めた情報を整理しましょ
う。 

情報の整理 

○欲しい情報が収集できましたか？ 
☆できた 
→課題をもちましょう。 

△できなかった 
→もう一度収集の方法を検討し

て、情報収集をしましょう。 
 

 
「課題（２～５－（１）」を参考に課題の候補を整理し、 
課題を設定しましょう。 

課題をもつ 
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活動内容に合わせて課題を設定しよう（中学２年生）
中学校生活では、いろいろな行事や活動があります。今まで何となく行事や活動に参加してい

たことはありませんか？一つひとつの活動にしっかりと目的をもって取り組むと、多くの学びが

あります。ここでは、活動の内容に合わせて課題を設定する力を身につけましょう。 

その活動はどんな活動ですか？まずは、活動の内容について知るため

に、事前調査をしましょう。その活動で「こんなことをしてみたい」「こ

んなことを学びたい」などの願いが、課題につながります。 

 
 

活動の内容 

 
活動の内容に合わせて、事前
に調査をしましょう。 
→「収集○－（２）」を参考に
しましょう。 

事前調査 

 
事前調査で感じた疑問や、
分かったこと、確かめたい
ことなどをまとめて課題を
つくりましょう。 

学習の課題 

 
活動を通して感じたことや、新たに発見したこと、学ん
だことなどをまとめて、次の課題をもちましょう。 

学習のふり返り 

一つの課題を解決して
終わりではなく、学習を
ふり返ることで、また新
しい課題が見つかると思
います。そうすることで、
活動をさらに深めること
ができます。 

調査結果を整理す
ると、課題を考えやす
くなります。 

 
調査結果を整理して、どの
ような特徴があるか考えま
しょう。 
→「吟味○－（３）」 

調査結果の整理
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活動内容に合わせて課題を設定しよう（中学２年生）
中学校生活では、いろいろな行事や活動があります。今まで何となく行事や活動に参加してい

たことはありませんか？一つひとつの活動にしっかりと目的をもって取り組むと、多くの学びが

あります。ここでは、活動の内容に合わせて課題を設定する力を身につけましょう。 

その活動はどんな活動ですか？まずは、活動の内容について知るため

に、事前調査をしましょう。その活動で「こんなことをしてみたい」「こ

んなことを学びたい」などの願いが、課題につながります。 

 
 

活動の内容 

 
活動の内容に合わせて、事前
に調査をしましょう。 
→「収集○－（２）」を参考に
しましょう。 

事前調査 

 
事前調査で感じた疑問や、
分かったこと、確かめたい
ことなどをまとめて課題を
つくりましょう。 

学習の課題 

 
活動を通して感じたことや、新たに発見したこと、学ん
だことなどをまとめて、次の課題をもちましょう。 

学習のふり返り 

一つの課題を解決して
終わりではなく、学習を
ふり返ることで、また新
しい課題が見つかると思
います。そうすることで、
活動をさらに深めること
ができます。 

調査結果を整理す
ると、課題を考えやす
くなります。 

 
調査結果を整理して、どの
ような特徴があるか考えま
しょう。 
→「吟味○－（３）」 

調査結果の整理

 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日常生活や学習をする中で「こんなふうにしたい」「こんなふうになりた

い」「何とかしたい」など、いろいろな思いや願いが出てくると思います。

社会に出たときに、そのような思いや願いの中から問題を発見し、課題を設

定する力が身についているといいですね。 
 
 

 
「課題○－（１）」や「吟味○－（３）」を参考に、問題
を明らかにしましょう。 

問題の発見 

 
「収集○－（２）」を参考
に、問題の原因を調査しま
しょう。 
 

原因の調査 
 
調査結果をもとに、問題解決
のための具体的な取り組み
をいくつか考えましょう。 

具体的な取り組み 

 
「課題５－（１）」を参考に具
体的な取り組みを整理し、取り
組む順番を決めましょう。 
 

課題の設定 

 
「問題を解決することができたかどうか」の視点で取り組
みを振り返りましょう。取り組みについてしっかりと分析
することで、もっと良い方法を生み出すことができます。 

取り組みの振り返り 

問題を解決するための
具体的な取り組み（目標）
が課題となります。今回
の経験を参考に、これか
らも課題を設定する力を 
磨きましょう。 

自分で問題を発見し、課題を設定しよう（中学３年生）
みなさんはこれまで、学習テーマに沿って課題を設定したり、目的に合わせて課題を設定した

りしてきました。ここでは、自分自身で課題を設定する力を身につけましょう。 

 

15

　　情報活用ハンドブック

15

　　情報活用ハンドブック

中
学
三
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標準

スキル
テーマ ページ

1－(2) かんけいのあることを たくさん あつめよう １７

2－(2) いくつかのことを えらんで

くわしく しらべてみよう １８

3－(2) あつめた じょうほうを くらべてみよう １９

4－(2) 「知りたいこと」を上手にあつめよう ２０

5－(2) 自分にとって必要な情報
じょうほう

を集めよう ２１

6－(2) 課題や目的に応じて必要な情報を集めよう ２２

7－(2) 
課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう① ２３

8－(2) 
課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう② ２４

9－(2) 課題や目的に応じて適切な方法を選択して、
必要な情報をまとめよう③ ２５

収集のページ

16
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かんけいのあることを たくさん あつめよう（１ねんせい）

みなさんは なにかを みつけたときに「もっとしりたいな」と おもったことは ありませ

んか？ そんな「もっとしりたい」を さがす ほうほうを しょうかいします。 

みて みよう

・どんな かたちを しているかな。

・おおきさは？いろは？

さわって みよう

・どんな さわりごこちかな。

（チクチク、ザラザラ、ふわふわ）

きいて みよう

・みみを あてて きこう。

・みみを すまして きこう。

かいで みよう

・はなの においを かごう。

・かぜの においを かごう。

きづいたこと、わかったことが

あったら『きろく』を してお

くと いいね。 

 

かんさつカードに かこう

・こころで かんじた ことを かこう。

・なんでも えに かいて みよう。 

ちずに あらわそう

・どこで はっけんしたのかが

わかります。

しゃしんを とろう

・きょうしつに もどって くわしく しらべ

る ときや、くさばなが かれて しまっ

た ときに やくだちます。

・えに かいて みよう。 

いれものを よういしよう

・はっけんした たいせつな

ものを いれよう。

17
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さつえいの じゅんじょ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いくつかのことを えらんで くわしく しらべてみよう（２年生）

たくさんあつめすぎると、ほんとうに 大せつな ことが わからなくなります。じぶんが

しりたいことを くわしく しらべる 方ほうを しょうかいします。 

パンフレットや ガイドマップを あつめよう

行ったばしょに もちかえってもいい「パンフレット」
や「ガイドマップ」があったら、もらっておこう。しゃしん
がのっていたり せつめいが かいてあったりします。

①何をとるかきめる  
 

②さつえいする

グループで『さつえいカード』
をつくって、さつえいしたもの
を チェックしながら すすめ
よう。

人をさつえいするときは、 
かならずさいしょに『とっても
よいですか？』とききましょう。

やってみよう！『ズームきのう』
ズームきのうをつかうと、とおく

のものや小さいものを大きくとるこ
とができます。 

パソコン・タブレットＰＣをつかって、ホームページを見てみよう

ホームページには、しゃしんや せつめいが たくさん のっているも
のがあります。

参考「わたしたちとじょうほう ３年４年」学研 
引用 さがみはらキッズ HP http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/sagamiharakids/index.html 
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小
学
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※「ちくせき」とは、たくわえること 
 
 
 
 
 
 

ファイル写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チェックリストを使って、じゅんびをすすめましょう。 
【インタビュー前のチェックリスト】

チェックこう目 チェックらん 

➀ 何を知るためのしつもんか、せつ明することができますか。  

② インタビューメモをつくり、しつもんする内ようをせい理していますか。  

③ しつもんしゃ、記ろくしゃ、(しゃしんさつえい)などの役わりを決めましたか。  

④ 記ろく用紙、カメラなどのしゅざい道ぐのじゅんびができていますか。  

⑤ 先生におねがいして、ほうもん先にれんらくをしてもらいましたか。  

⑥ ほうもん先にインタビューのよやくをとってありますか。  

⑦ ほうもんするあい手の名前が言えますか。  

⑧ ほうもんするあい手に、しつもんする内ようをつたえてありますか。  

⑨ ほうもん先の行き方やひ用をかくにんしてありますか。  

☆インタビューがおわったら、きちんと「おれい」を言いましょう。 

あつめた じょうほうを くらべてみよう（３年生）
みなさんがあつめたじょうほうは『大切なもの』です。上手にせい理して、ひつようなじょう

ほうを取り出せる方ほうをしょうかいします。 

あつめたじょうほうに

タイトルや見出しを 
つけると、かんたんにと

り出しやすいよ！ 

じょうほうを「あつめたじゅん」にならべよう

日付や番ごうをつけておくと、分かりやすいです。

（○月○日、Ｎｏ １など）

「しゅるい」や「内よう」ごとにせい理しよう

内ようをもう一度見なおすことやふりかえりにもつな

がります。

参考「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」文部科学省 
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アンケート作成のじゅんび

テーマ すいみん時間について 

「だれに」調さしますか？ クラスのみんな(３３人) 

「何を」聞きたいですか？ 
※しつ問をあまり多くしないこと！ 

①ねた時間は何時ですか。 

②おきた時間は何時ですか。 

③ 

④ 

⑤ 

※しつ問には、いくつかの中からえらぶ「せんたく式」と、くわしく聞きたいことが

あるときは、考えを書いてもらう「記じゅつ式」があります。使い分けましょう。 

アンケートを回しゅうしよう ２つの方法があります

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「知りたいこと」を上手にあつめよう（４年生）
どの方ほうでじょうほうしゅうしゅうするのかは「何を知りたいのか」をはっきりしておくこ

とが大切です。その「知りたいこと」が上手にあつまる方ほうをしょうかいします。 

学習リンクしゅう「さがみはらスタディメイト」

調べたいことがらにかんけいするジャンルをえらんで

クリックしよう。

キーワードを使って調べてみよう

けんさくエンジンは、調べたいことがらをキーワー

ドで入力してさがし出すことができます。

四角の空らんにキーワードになる言葉を入力します。

「 （ヤフージャパン）」 「 （グー

グル」 「 （グー）」などがあります。

しつ問の方ほうやしつ

問する相手によってけっ

かがちがってくるので、

しっかりと計画を立てま

しょう。 

相手に直せつしつ問してその場で回しゅうする

数はかぎられてしまいますが、直せつ話を聞くこと

ができるので、相手の反のうがよく分かります。

 

アンケート用紙をくばって回しゅう箱に入れてもらう

全部あつまらないこともありますが、たくさんの

人にくばることができます。

 

引用 さがみはらスタディメイト HP http://www.sagamihara-kng.ed.jp/study/ 
参考 「マイＩＴブック」相模原市教育委員会 

 
つづきを つくってみよう！ 

インターネットには、たくさんの

じょうほうがのっています。何を調

べるのかがはっきりしていないと、

大りょうのじょうほうをあつめる

だけになってしまいます。 
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小
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アンケート作成のじゅんび

テーマ すいみん時間について 

「だれに」調さしますか？ クラスのみんな(３３人) 

「何を」聞きたいですか？ 
※しつ問をあまり多くしないこと！ 

①ねた時間は何時ですか。 

②おきた時間は何時ですか。 

③ 

④ 

⑤ 

※しつ問には、いくつかの中からえらぶ「せんたく式」と、くわしく聞きたいことが

あるときは、考えを書いてもらう「記じゅつ式」があります。使い分けましょう。 

アンケートを回しゅうしよう ２つの方法があります

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「知りたいこと」を上手にあつめよう（４年生）
どの方ほうでじょうほうしゅうしゅうするのかは「何を知りたいのか」をはっきりしておくこ

とが大切です。その「知りたいこと」が上手にあつまる方ほうをしょうかいします。 

学習リンクしゅう「さがみはらスタディメイト」

調べたいことがらにかんけいするジャンルをえらんで

クリックしよう。

キーワードを使って調べてみよう

けんさくエンジンは、調べたいことがらをキーワー

ドで入力してさがし出すことができます。

四角の空らんにキーワードになる言葉を入力します。

「 （ヤフージャパン）」 「 （グー

グル」 「 （グー）」などがあります。

しつ問の方ほうやしつ

問する相手によってけっ

かがちがってくるので、

しっかりと計画を立てま

しょう。 

相手に直せつしつ問してその場で回しゅうする

数はかぎられてしまいますが、直せつ話を聞くこと

ができるので、相手の反のうがよく分かります。

 

アンケート用紙をくばって回しゅう箱に入れてもらう

全部あつまらないこともありますが、たくさんの

人にくばることができます。

 

引用 さがみはらスタディメイト HP http://www.sagamihara-kng.ed.jp/study/ 
参考 「マイＩＴブック」相模原市教育委員会 

 
つづきを つくってみよう！ 

インターネットには、たくさんの

じょうほうがのっています。何を調

べるのかがはっきりしていないと、

大りょうのじょうほうをあつめる

だけになってしまいます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インターネット上の情報のみを信じることは大変きけんなことです！！

インターネットでは、作者の分からないサイトが数多くそんざいします。書いた人が見えないサイトの

情報は、だれに責任があるのか分かりません。 
本でもインターネットでも書いてあることが全て正しいとは限りません。本・新聞・事典・辞書などの

ふく数の情報げんにあたり、同じことが書いてあったら正しいと判断して良いでしょう。 
大切なのは、書いた人・つくった人がしっかりしている情報を読みこむことです。 

 
 

 

自分にとって必要な情報
じょ う ほ う

を集めよう（５年生）
４年生までに、情報の集め方を学習してきました。５年生では、目的や必要におうじて情報を

聞き分けながら、自分が本当に必要な情報を集めていきましょう。 

①調べるためのじゅんびをしよう

「現在知っていること」と「これから知りたいこと」を整理しましょう。

④必要な情報を選ぶ

「だれに」「何を」伝えたいかを考え、まとめた表から情報を選ぶ。

「知っていること」も本当
にたしかな情報なのか、調
べる必要があります。

【情報の整理の仕方】
・表にまとめる。
・付せんに書いてから仲
間ごとにまとめる。
・カードに書いてから仲間
ごとにまとめる。
・ワークシートに書いてか
ら仲間ごとにまとめる。

③集めた情報を整理する

集めた情報を表にして整理すると、「どの情報が必要か」

「どの情報がいらないか」について考えやすくなります。

 

②情報を集めに出かけよう

「だれに」「何を」伝えたいのか、目的や必要に応じた情報収集をしましょう。

・読んで調べる 事実（本・インターネット・子ども新聞などから集める）

・人に聞く みんなの考え（インタビュー・アンケートなどから集める）

・自分で確かめる 体験（自分が読んで楽しかったことを整理する）

インタビューを行うと
きは、インタビュー原こ
うをつくりましょう。
また、インタビュー

をしたことは、メモに残
しましょう。

チェックしてみよう！ 

書せき：本の一番後ろにおくづけがある ちょ者名、発行者名、発行書名、出版年月日 

インターネット：作者名、会社名、団体名、こう新年月日 

参考 「わたしたちとじょうほう ３年４年」学研 

 

21

　　情報活用ハンドブック

21

　　情報活用ハンドブック

小
学
五
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参考にする本などを集めたら、じっくり読みこむことが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 図２ 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
調べ学習では、情報しゅう集の後、まとめたり伝えたりする活動が 
多くあります。 
そのため、計画を立てて情報しゅう集することが大切になります。 

【例：相模原の特産品をつくろう！】 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

課題や目的に応じて必要な情報を集めよう（６年生）
集めた情報は、その後の活動によって使い方が変わってきます。活動の流れを考えながら必要

な情報を集めてみましょう。 

読み物資料  
コピーをとって、気づいたことをどんどん書

きこみましょう。 
○タイトルの確にん。 
○大切だと思う言葉や数字に印をつける。 
○分からない言葉は、色分けしておく。 
○気づいたことや調べたことは書きこむ。

グラフ資料

「何」を表していて「いつ」「だれが」つくっ

た資料をもとにしたものなのかに注意しましょ

う。 
○タイトル・出典の確にん。 
○単位や目もりの確にん。 
○気づいたことや調べたことは書きこむ。 
○他の資料と比べる

相手や目的に応じて、集

めた情報を分類したり、分

せきしたりして、必要な情

報を取しゃ選たくすることを

「編集する」といいます。

自分の考えと「同じところ（共通点）」「ち

がうところ（相い点）」を明らかにしよう。

課題のはあく

相模原の特産品

をつくろう 

時間の見通し

授業は何時間あ

るのかな？ 

まとめ、発表のイメージをもつ

どのようにまとめるのか 
・新聞・レポート・ポスター 
だれに何を伝えるのか 
・クラスのみんなに 
・商店街のみなさんに 

情報を集める方法を選たくする

地いきのみなさんにアンケートを取ろう 
お店に何があるのか調査しにいこう 

 

引用 図１図２「さがみはら」小学校社会科副読本 相模原市教育委員会 
参考「とびだせ！ソウゴウたんてい団」教育出版 
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参考にする本などを集めたら、じっくり読みこむことが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 図２ 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
調べ学習では、情報しゅう集の後、まとめたり伝えたりする活動が 
多くあります。 
そのため、計画を立てて情報しゅう集することが大切になります。 

【例：相模原の特産品をつくろう！】 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

課題や目的に応じて必要な情報を集めよう（６年生）
集めた情報は、その後の活動によって使い方が変わってきます。活動の流れを考えながら必要

な情報を集めてみましょう。 

読み物資料  
コピーをとって、気づいたことをどんどん書

きこみましょう。 
○タイトルの確にん。 
○大切だと思う言葉や数字に印をつける。 
○分からない言葉は、色分けしておく。 
○気づいたことや調べたことは書きこむ。

グラフ資料

「何」を表していて「いつ」「だれが」つくっ

た資料をもとにしたものなのかに注意しましょ

う。 
○タイトル・出典の確にん。 
○単位や目もりの確にん。 
○気づいたことや調べたことは書きこむ。 
○他の資料と比べる

相手や目的に応じて、集

めた情報を分類したり、分

せきしたりして、必要な情

報を取しゃ選たくすることを

「編集する」といいます。

自分の考えと「同じところ（共通点）」「ち

がうところ（相い点）」を明らかにしよう。

課題のはあく

相模原の特産品

をつくろう 

時間の見通し

授業は何時間あ

るのかな？ 

まとめ、発表のイメージをもつ

どのようにまとめるのか 
・新聞・レポート・ポスター 
だれに何を伝えるのか 
・クラスのみんなに 
・商店街のみなさんに 

情報を集める方法を選たくする

地いきのみなさんにアンケートを取ろう 
お店に何があるのか調査しにいこう 

 

引用 図１図２「さがみはら」小学校社会科副読本 相模原市教育委員会 
参考「とびだせ！ソウゴウたんてい団」教育出版 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう①（中学１年生）
これまでは、集めた情報を整理してちく積してきました。自分が集めたたくさんの情報は、他

の人にとっても必要な情報です。ここでは、みんなで情報を共有しながら整理していきましょう。 

① 下調べをしよう  

調べること 調べたこと・考えたこと 調べた方法

「若あゆ」ってどんな所？

何のために行くのだろう？

（目的）

「 （体験１）」

に必要な物

「 （体験１）」

の方法

「 （体験２）」

に必要な物

「 （体験２）」

の方法

② 気づいたことをメモしよう  

○実際に体験してみての感想
体験前に考えていたこととどうちがうか

○周りの様子
先生・他の生徒の様子、場所

☆しおりやハンドブックを上手

に使おう（関係のあるページ

に書き込むなど）。 

☆色分けをしてメモすると、後で

ふり返りやすくなります。カラ

ーペンや付せんを活用しよう。 
（例：青＝実際にやったこと、 

赤＝感想 など） 

③ 情報を整理しよう

○どんな種類や内容に分けて整理するかを決める。
例：日にちごと、体験ごと など

○整理しよう。
カードを利用して、ファイルに保存
コンピュータに、データとして保存

作成したデータは、共有でき

るようにしましょう。 

コンピュータで情報を管理

すると、コンピュータ内のソフ

トを使って、編集・加工するこ

とができます。 

体験活動につ

いて情報収集を

してみましょう
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課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう②（中学２年生）
情報収集で使うメディアには、それぞれの特性があります。それぞれのメディアの良さを生か

して、使い分けながら、活動に関する情報を選んでいきましょう。 
 

① 下調べをしよう  

調べること 調べたこと・考えたこと 調べた方法

自分が目指す職業は何？

自分が目指す職業は、どんな

ことをするの？

何のために、職場体験に行く

のだろう？（目的）

体験先の住所・電話番号

体験先の

体験先の

体験先に聞きたいことは？
→インタビュー

原稿作成

② 気づいたことをメモしよう  

○実際に体験してみての感想

体験前に考えていたことと、どう違うか

うまくいったこと、難しかったこと

○周りの様子

体験先の方・お客さん・他の生徒の様子、

場所

○インタビューをして分かったこと

③ 情報を整理しよう

○どんな種類や内容に分けて整理するかを決める。

例：日にちごと、体験ごと など

○整理しよう。

例：カードを利用してファイルに保存、コンピュータにデータとして保存 など

☆個人情報に注意！ 
不特定多数の人が集まる場所では、名前や

住所などの「個人情報」が関係ない人に知ら

れてしまうことがあります。反対に他人の個

人情報を知ることもあります。悪用されない

（しない）ように注意しましょう。 
（写真も個人情報です！） 

職場体験について情報

収集をしてみましょう。

【メディアの種類】 
○情報を受け取るだけのもの 

テレビ 新聞 書籍 
○自分からも情報を伝えることができるもの 

電話 携帯電話（スマートフォン） 
インターネット ＦＡＸ 電子メール 
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課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう②（中学２年生）
情報収集で使うメディアには、それぞれの特性があります。それぞれのメディアの良さを生か

して、使い分けながら、活動に関する情報を選んでいきましょう。 
 

① 下調べをしよう  

調べること 調べたこと・考えたこと 調べた方法

自分が目指す職業は何？

自分が目指す職業は、どんな

ことをするの？

何のために、職場体験に行く

のだろう？（目的）

体験先の住所・電話番号

体験先の

体験先の

体験先に聞きたいことは？
→インタビュー

原稿作成

② 気づいたことをメモしよう  

○実際に体験してみての感想

体験前に考えていたことと、どう違うか

うまくいったこと、難しかったこと

○周りの様子

体験先の方・お客さん・他の生徒の様子、

場所

○インタビューをして分かったこと

③ 情報を整理しよう

○どんな種類や内容に分けて整理するかを決める。

例：日にちごと、体験ごと など

○整理しよう。

例：カードを利用してファイルに保存、コンピュータにデータとして保存 など

☆個人情報に注意！ 
不特定多数の人が集まる場所では、名前や

住所などの「個人情報」が関係ない人に知ら

れてしまうことがあります。反対に他人の個

人情報を知ることもあります。悪用されない

（しない）ように注意しましょう。 
（写真も個人情報です！） 

職場体験について情報

収集をしてみましょう。

【メディアの種類】 
○情報を受け取るだけのもの 

テレビ 新聞 書籍 
○自分からも情報を伝えることができるもの 

電話 携帯電話（スマートフォン） 
インターネット ＦＡＸ 電子メール 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう③（中学３年生）
体験学習の前には、下調べが必要です。調べたことと、実際に体験したことを比較することが、

まとめにつながります。 

① 下調べをしよう  

調べること 調べたこと・考えたこと 調べた方法

行き先は？

「（行き先）」はどんな所？

何のために行くのだろう？

（目的）

どのようにして行く？

（手段）

「体験①」に必要なもの

「体験①」の方法

体験先で知りたいことは？
→インタビュー

原稿作成

② 気づいたことをメモしよう  

○実際に体験してみての感想

体験前に考えていたことと、どう違うか

うまくいったこと、難しかったこと

○周りの様子

体験先の方・お客さん・他の生徒の様子、場所

○相模原市（神奈川県）との違い

○標本調査をしてみよう

③ 情報を整理しよう

○どんな種類や内容に分けて整理するかを決める。

例：日にちごと、体験ごと など

○整理しよう。

例：カードを利用してファイルに保存、コンピュータにデータとして保存 など

メモをする量が多かったら、デジタ

ルカメラを上手に使おう。ただし、写

真を撮るときには、許可を取ることを

忘れずにしましょう。 

修学旅行につい

て、情報収集をし

てみましょう。

標本調査とは 
標本とは調べたい物の全部を測定す

ることができない場合に，その物から観

測のために少数を抽出し、標本をつくる

ものです。標本を用いて調べたいことの

性質を推定することです。 
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標準

スキル
テーマ ページ

1－(3) あつめたことを わけたり、

くらべたり してみよう①
２７

2－(3) あつめたことを わけたり、

くらべたり してみよう② ２８

3－(3) しらべたことをグラフにしてみよう ２９

4－(3) 何から発表するか、じゅん番を決めよう ３０

5－(3) マトリックス表を使って、モノをくらべてみよう ３１

6－(3) 集めたことを分けて、比べてみよう ３２

7－(3) アイデアを分類・関連づけしてみよう ３３

8－(3) 職場体験学習に向けて、自分の適性を知ろう ３４

9－(3) フローチャートを利用して、
学習プランを立てよう

３５

 
 

吟味のページ
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【これはどこにはいるかな？】 
 
 
 
 

【もんだいのこたえ】 
くろいてんがある：とくちょう 

キャベツ：えさは？ 

あつめた ことを わけたり、

くらべたり してみよう①（１ねんせい）
１ねんせいでは、せいかつかで、どうぶつや くさばなを しらべる がくしゅうを していますね。こんな

ときに、あつめた ものを いくつかに わけたり、くらべたり すると わかりやすく なります。そのやりか

たを しょうかいします。

 

あつめた ものを X チャートを

つかって ４つに わけると あつ

めたことが わかりやすく なる

ね。 

キャベツ 

えさは？

そだてかた

とくちょう

すんでいる

ところは？

はなのみつ 

はっぱ 

はっぱのうら 

おおきさ やく 
３センチメートル 

白い 

くろいてんがある 

キャベツをあげる 

ふんのそうじ 

てじゅん 
①Xのせんをひきます。 
②４つのばしょのテー

マをきめます。 
③あつめたものを４つ

のばしょにわけます。 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 
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【もんだいのこたえ】 
なく虫 

あつめた ことを わけたり、

くらべたり してみよう②（２年生）
２年生では、生かつかで、どうぶつや 草花を しらべる がくしゅうを していますね。こんなときに、あ

つめた ものを いくつかに わけたり、くらべたり すると わかりやすく なります。そのやりかたを しょ

うかいします。

 

あつめた ものを ベンずを

つかって わけると おなじなか

まや ちがうなかまが わかりや

すく なります。 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 

あきの虫 なつの虫

？

てじゅん 
①かさなる円を２つかきます。 
②それぞれの円にきょうつうするこ

とばをきめます。 
③あつめたものを円に入れます。 

ここにはなにが入るかな？ 
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【もんだいのこたえ】 
なく虫 

あつめた ことを わけたり、

くらべたり してみよう②（２年生）
２年生では、生かつかで、どうぶつや 草花を しらべる がくしゅうを していますね。こんなときに、あ

つめた ものを いくつかに わけたり、くらべたり すると わかりやすく なります。そのやりかたを しょ

うかいします。

 

あつめた ものを ベンずを

つかって わけると おなじなか

まや ちがうなかまが わかりや

すく なります。 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 

あきの虫 なつの虫

？

てじゅん 
①かさなる円を２つかきます。 
②それぞれの円にきょうつうするこ

とばをきめます。 
③あつめたものを円に入れます。 

ここにはなにが入るかな？ 

 
 
 
 
 
 
 

ケンくんは、すきな色についてしらべました。 

クラス３４人にすきな色でカードをぬってもらいました。 
 

色 枚数 枚

むらさき

ピンク

みどり

黄

青

赤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ぼうグラフを使うと… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しらべたことをグラフにしてみよう（３年生）
あつめたものを分かりやすくまとめると、あい手につたえるときにさらに分かりやすくなります。 ３年生

では、算数のじゅぎょうで、ぼうグラフの学しゅうをしています。ぼうグラフを活用したまとめ方をしょうかい

します。

 
 

ぼうグラフにすると、とても分かり

やすくなります。大きな紙に書いて、

はっぴょうするのもいいですね。 

カードや数字だけでは、

何色が何まいあるか、ちが

いが分かりにくいね。 
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【宮沢賢治について調べてみよう】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分が何を一番つたえたいのかを考えて 
じゅんじょづけしよう！ 

 
 

 

【やってみよう！】自分の学校をしょうかいするとしたら… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何から発表するか、じゅん番を決めよう（４年生）
４年生では「じゅんじょづけ」という方ほうを学習しましょう。集めたり、調べたりした内ようをすべて発表

しようとすると、人にうまくつたわらないときがあります。発表したじゅん番を決めると、分かりやすい発表

になります。そのやり方をしょうかいします。

 

じゅんじょづけをすることで、

発表するひつようのないものに

気づくことができます。 

岩手県生まれ 

おとなしいせいかく 

１８９６年生まれ 

石をかんさつするのがすき 

注文の多いりょう理店 

のう学校の先生になる 

銀が鉄道の夜 

１位 
銀が鉄道の夜 

２位 
岩手県生まれ 

３位 
おとなしい性格 

４位 
注文の多い料理店 

１位 
岩手県生まれ 

２位 
石のかんさつがすき 

３位 
銀が鉄道の夜 

４位 
注文の多いりょう理店 

１位 
 

２位 
 

３位 
 

先生について 

れきしについて 

校しゃについて 

人気のじゅ業について 

校長先生について 

かおりさん ひろきさん 

参考 さがみはらスタディメイト HP 整理・分析のページ 
http://real.sagamihara-kng.ed.jp/bri/html/junior/sagamihara/seiribunseki/seiribunseki.html 
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【宮沢賢治について調べてみよう】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分が何を一番つたえたいのかを考えて 
じゅんじょづけしよう！ 

 
 

 

【やってみよう！】自分の学校をしょうかいするとしたら… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何から発表するか、じゅん番を決めよう（４年生）
４年生では「じゅんじょづけ」という方ほうを学習しましょう。集めたり、調べたりした内ようをすべて発表

しようとすると、人にうまくつたわらないときがあります。発表したじゅん番を決めると、分かりやすい発表

になります。そのやり方をしょうかいします。

 

じゅんじょづけをすることで、

発表するひつようのないものに

気づくことができます。 

岩手県生まれ 

おとなしいせいかく 

１８９６年生まれ 

石をかんさつするのがすき 

注文の多いりょう理店 

のう学校の先生になる 

銀が鉄道の夜 

１位 
銀が鉄道の夜 

２位 
岩手県生まれ 

３位 
おとなしい性格 

４位 
注文の多い料理店 

１位 
岩手県生まれ 

２位 
石のかんさつがすき 

３位 
銀が鉄道の夜 

４位 
注文の多いりょう理店 

１位 
 

２位 
 

３位 
 

先生について 

れきしについて 

校しゃについて 

人気のじゅ業について 

校長先生について 

かおりさん ひろきさん 

参考 さがみはらスタディメイト HP 整理・分析のページ 
http://real.sagamihara-kng.ed.jp/bri/html/junior/sagamihara/seiribunseki/seiribunseki.html 

 
 
 
 
 
 
 
【昼休みのクラスレクリエーション 

について考えてみよう】 

 大なわとび ドッジボール おにごっこ お絵かき 
安全 ○ ○ ○ ◎ 

じゅんびがかん単 ○ ○ ◎ ◎ 
みんな ◎ ○ ○ △ 
仲良く ◎ ○ △ △ 
時間内 ○ ○ ○ ○ 

 
 
 
 

 

【やってみよう！】清そう場所で活用できるそうじ用具は？ 

 教室 ろう下 トイレ 水場 
ぞうきん     
ほうき     
ブラシ     

スポンジ     
 

マトリックス表を使って、モノをくらべてみよう（５年生）
５年生では、ふく数の情報をふく数のし点からひかくするためのマトリックス表を活用して、

話し合いをしてみましょう。話し合いの中でなかなか決まらないことがあります。そんなとき、

し点を決めて◎、○、△でひょうかをすると、話し合いが深まり、決まりやすくなります。

 

◎、○、△で書かれているので、

見やすいね。この結果をもとに何

をするのか決められます。 

内よう 
し点 

内よう 
し点 

手順 
①表をかきます。 
②たてに「し点」、横に「内よう」を入れます。 
③みんなで話し合ってひょうかします。 

ひょうか 
◎３点 
○２点 
△１点 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 
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【ｅｃｏな移動手段を考えよう】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【やってみよう！】昼休みのクラスレクリエーションを考えよう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集めたことを分けて、比べてみよう（６年生）
６年生では、対象を「たて」の視点と「横」の視点から分析し、整理する手法である「ざ標じ

く」を活用していきましょう。友だちが出してくれたアイデアをざ標じくを使って２つの見方で

考えていくと話し合いが深まります。

 
 

友だちの意見が見や

すくなります。 

多い

二酸化炭素量が少ない

不

便
便

利

自転車 

バイク 

徒歩 

自動車 

電気自動車 

新幹線 電車 

時間がかからない

時間がかかる

少

人

数

大

人

数

おにごっこ 

お絵かき 

ドッジボール 

手順 
①たてじくと横じくの線を引きます。 
②たてと横で対照となるテーマを決めます。 
③カードに書いたアイデアをはります。 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 
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【ｅｃｏな移動手段を考えよう】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【やってみよう！】昼休みのクラスレクリエーションを考えよう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集めたことを分けて、比べてみよう（６年生）
６年生では、対象を「たて」の視点と「横」の視点から分析し、整理する手法である「ざ標じ

く」を活用していきましょう。友だちが出してくれたアイデアをざ標じくを使って２つの見方で

考えていくと話し合いが深まります。

 
 

友だちの意見が見や

すくなります。 

多い

二酸化炭素量が少ない

不

便
便

利

自転車 

バイク 

徒歩 

自動車 

電気自動車 

新幹線 電車 

時間がかからない

時間がかかる

少

人

数

大

人

数

おにごっこ 

お絵かき 

ドッジボール 

手順 
①たてじくと横じくの線を引きます。 
②たてと横で対照となるテーマを決めます。 
③カードに書いたアイデアをはります。 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【やってみよう！】テーマを決めて中心に入れて、ウェビングしてみよう 
中心に考えを広げたいキーワードを入れ、発想を広げましょう。次に、関連するものを線で

結びましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

アイデアを分類・関連づけしてみよう（中学１年生）
中学１年生では、総合的な学習の時間や社会科、校外学習で「課題」を決めたりするとき、ウ

ェビングを用いて、発想を広げながら情報を整理し、分類してみましょう。

 
 

出したアイデアの関連性を考えるとすっき

りします。さらに順序づけもできます。 

 
 

テーマ例 
 ・若あゆ 
 ・福し学習 
 ・平和 

手順 
①中心に考えを広げ

たいテーマを入れ

ます。 
②どんどん発想を広

げます。 
③関連するものを線

で結びます。 

参考 教育技術 MOOK 考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 小学館 

若あゆ 
ペットボトルロケット 

パラシュ

ート 
ロケット 

ペットボ

トル 

飛距離 

ＪＡＸＡ 

水の量 

角度 多め 

炭酸飲料 

つくり方 

種類 

水の量 羽根の形 
枚数 

お茶など 

たたみ方 
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【自分の強み】 
Strength 

【自分にできそうなこと・がんばれること】

Opportunity 
・あいさつができる。  
・人づき合いが好き。 
 

・お客さん相手が進んでできる。 
・笑顔でお客さんに対応できる。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

【自分の弱み】 
Weakness 

【克服すべき課題】 
Threat 

・プレッシャーに弱い。  
・計画的に取り組むことが苦手。 

・緊張してしまい、指示されたことがきちんとでき

るか不安。 
・手際よく仕事を行えるか不安。 
 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

【やってみよう！】表に自分のことを記入してみよう 
 
 
 
 
 
 

職場体験学習に向けて、自分の適性を知ろう（中学２年生）
２年生では、職場体験学習に向けて、どんな仕事が自分に合っているのかを考える必要があり

ます。事前学習として、ＳＷＯＴ（スウォット）分析を利用して自分の適性を知りましょう。そ

れを踏まえて体験学習を行い、ふり返りをすることで、新たな発見ができます。ＳＷＯＴ分析を

使って、自分の適性を知り、体験に臨みましょう。

 
 

客観的に自分を見つめ直し、自分の

ことをよく知ることができます。 

参考 「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」文部科学省 
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【自分の強み】 
Strength 

【自分にできそうなこと・がんばれること】

Opportunity 
・あいさつができる。  
・人づき合いが好き。 
 

・お客さん相手が進んでできる。 
・笑顔でお客さんに対応できる。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

【自分の弱み】 
Weakness 

【克服すべき課題】 
Threat 

・プレッシャーに弱い。  
・計画的に取り組むことが苦手。 

・緊張してしまい、指示されたことがきちんとでき

るか不安。 
・手際よく仕事を行えるか不安。 
 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

【やってみよう！】表に自分のことを記入してみよう 
 
 
 
 
 
 

職場体験学習に向けて、自分の適性を知ろう（中学２年生）
２年生では、職場体験学習に向けて、どんな仕事が自分に合っているのかを考える必要があり

ます。事前学習として、ＳＷＯＴ（スウォット）分析を利用して自分の適性を知りましょう。そ

れを踏まえて体験学習を行い、ふり返りをすることで、新たな発見ができます。ＳＷＯＴ分析を

使って、自分の適性を知り、体験に臨みましょう。

 
 

客観的に自分を見つめ直し、自分の

ことをよく知ることができます。 

参考 「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」文部科学省 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フローチャートを利用して、学習プランを立てよう（中学３年生）
中学３年生では、課題解決学習をするとき、自分でどうやって学習を進めるかを考えます。そ

こで、フローチャートを利用して、学習の見通しをもちましょう。フローチャートは、自分が今、

どの活動を行っているかを確認できるので、とても便利です。自分で学習を進めていきましょう。

 

ゴールを見

通して計画を

立てると、する

べきことが明

確になります。 

⑦分かりやすくまとめる 

⑥体験活動をする 

⑧発表する 

⑨学んだことを今後の生活に生かす 

⑤事前学習をする 

④事前学習プランを立てる 

③テーマ設定の理由を考える 

②個人テーマを設定する 

①興味をもった中から課題を見つける 

あなたの個人テーマ 

あなたのテーマ設定の理由 

体験講座名

何を調べるか（どんな資料を集めるか）

□

□

□

□

どこで：

いつまでに：

どうやって： 
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標準

スキル
テーマ ページ

1－(4) え や さくぶん にしよう ３７

2－(4) しゃしん を とって しょうかい しよう ３８

3－(4) 分かりやすいはっぴょうにしよう ３９

4－(4) 表やグラフで、ひと目で分かるようにしよう  ４０

5－(4) プレゼンテーションをしよう ４１

6－(4) 友だちの発表を聞いてみよう ４２

7－(4) 聞きやすい話し方、
分かりやすい見せ方をしよう ４３

8－(4) 誰でもできる、プレゼン資料をつくろう ４４

9－(4) 表現の場面を探してみよう ４５

 
 
 
 
 
 
 

表現のページ
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１ どんな はっぴょう が わかりやすいかな？

２ はっぴょう の しかた

１ だいめい

わたしは を つくりました。

２ ないよう

これは の とき に します。

３ おもったこと かんがえたこと くふうしたこと

ここの を くふう しました。

４ おわり と おれい

これで はっぴょう を おわります。

きいてくれて ありがとうございました。

はっぴょうするときに きをつけること

① おおきな こえで

② ゆっくりと

③ きいているひとを みて はなそう

しゃしん を みせる

 

え を みせるさくぶん を よむ

え や さくぶん にしよう （１ねんせい）

かんがえたことを えやぶんにして はっぴょうしましょう。どんな はっぴょうが わかり

やすいと おもいますか。
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参考「わたしたちとじょうほう ３年４年」 学研 

１ デジタルカメラで しゃしんを とってみよう

りかのかんさつ ずこうの作ひん たいいくのうごき

２ しゃしんを 見せて しょうかいしよう

見せたい しゃしん はなす ないよう

３ しょうかいを するときの じゅんばん

しゃしん を とって しょうかい しよう（２年生）

（１）どんなことを はなすのか だいめい をはっきり つたえよう。

（２）かんがえたことの せつめい をしよう。

（３）きく人が おわり だとわかるように はなそう。

みんなに わかりやすく しょうかいするためには どうしたらいいでしょう。２年生では

かんさつきろくや しょうかい文を かいたりします。わかりやすく しょうかいするほうほう

を かんがえましょう。

どんな しゃしんが
とれるかな？
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参考「わたしたちとじょうほう ３年４年」 学研 

１ デジタルカメラで しゃしんを とってみよう

りかのかんさつ ずこうの作ひん たいいくのうごき

２ しゃしんを 見せて しょうかいしよう

見せたい しゃしん はなす ないよう

３ しょうかいを するときの じゅんばん

しゃしん を とって しょうかい しよう（２年生）

（１）どんなことを はなすのか だいめい をはっきり つたえよう。

（２）かんがえたことの せつめい をしよう。

（３）きく人が おわり だとわかるように はなそう。

みんなに わかりやすく しょうかいするためには どうしたらいいでしょう。２年生では

かんさつきろくや しょうかい文を かいたりします。わかりやすく しょうかいするほうほう

を かんがえましょう。

どんな しゃしんが
とれるかな？

１ コンピュータなどのＩＣＴきき

じつぶつとうえいき デジタルカメラ デジタルビデオカメラ

大がたテレビ プロジェクタと大がたスクリーン

２ どんなつかい方ができるかな？

■デジタルカメラ

・もちはこべないものを見せたいとき

・小さなものを見せたいとき

・一しゅんのうごきを見せたいとき

■じつぶつとうえいき

・小さなものを見せたいとき

・形のあるものを見せたいとき

・こまかいさぎょうを見せたいとき

■デジタルビデオカメラ

・うごきのあるものを見せたいとき

 

分かりやすいはっぴょうにしよう（３年生）

コンピュータなどのＩＣＴききをつかって、分かりやすいはっぴょうにしましょう。デジタル

カメラと教室のテレビをつなげると、しゃしんやみじかいビデオ（どう画）をかんたんに見せる

ことができます。３年生では、理科の生きもののかんさつにも使えます。

「見せたいもの」や「はっぴょうの場しょ」にあわせて、ＩＣＴききの組み

あわせをかえてみましょう。小さなものやうごきのあるもののようすを、

教室で見せながらはっぴょうをすることができます。

教室のテレビやプロ

ジェクタとつなげては

っぴょうすると見やす

いね。

こんなとき、何をつか

えばいいかな？

①自ぜんの生き物のよう

すを見せたい。

②星のうごきをかんさつ

したい。

③体いくかんでしらべた

ことのはっぴょうをし

たい。
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１ たくさんの数を整理したいときは表にしよう

１組 ２組 ３組 合計

男子 １６人 １６人 １７人 ４９人

女子 １８人 １７人 １６人 ５１人

合計 ３４人 ３３人 ３３人 １００人

２ 数をくらべるときはグラフにしよう

ぼうグラフ 円グラフ おれ線グラフ

３ どっちが見やすい？「表とグラフ」

 

表やグラフで、ひと目で分かるようにしよう（４年生）

調べたことをみんなに分かりやすくつたえるために、表やグラフにしてまとめましょう。算数

のじゅ業で行ったように、アンケートなどの調さけっかは、表やグラフにすると分かりやすくつ

たえることができます。

こんなときは、どんなグラフだと分かりやすいかな？

・気温のへん化

・えいようのバランス

・ドッジボール大会のけっか

表は、数がはっきり分かります。グラフは、どれが一番大きいか、ひと

目で分かります。数を表したいときは「表」大きさを表したいときは「グ

ラフ」のように、場面によって使い分けをしましょう。

ばらばらになって

いるじょうほうを整

理するときや、発表す

るときに使えるね。

参考「わたしたちとじょうほう ３年４年」 学研 
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１ たくさんの数を整理したいときは表にしよう

１組 ２組 ３組 合計

男子 １６人 １６人 １７人 ４９人

女子 １８人 １７人 １６人 ５１人

合計 ３４人 ３３人 ３３人 １００人

２ 数をくらべるときはグラフにしよう

ぼうグラフ 円グラフ おれ線グラフ

３ どっちが見やすい？「表とグラフ」

 

表やグラフで、ひと目で分かるようにしよう（４年生）

調べたことをみんなに分かりやすくつたえるために、表やグラフにしてまとめましょう。算数

のじゅ業で行ったように、アンケートなどの調さけっかは、表やグラフにすると分かりやすくつ

たえることができます。

こんなときは、どんなグラフだと分かりやすいかな？

・気温のへん化

・えいようのバランス

・ドッジボール大会のけっか

表は、数がはっきり分かります。グラフは、どれが一番大きいか、ひと

目で分かります。数を表したいときは「表」大きさを表したいときは「グ

ラフ」のように、場面によって使い分けをしましょう。

ばらばらになって

いるじょうほうを整

理するときや、発表す

るときに使えるね。

参考「わたしたちとじょうほう ３年４年」 学研 

１ 分かりやすいプレゼンテーションし料をつくろう

２ プレゼンテーションのポイント

プレゼンテーションをしよう（５年生）
プレゼンテーションとは、調べたことや考えたことを分かりやすく伝えて、聞いている人から

意見や感想を聞く方法です。５年生では、デジタルカメラやコンピュータを使って、し料を集め、

まとめました。それらのし料を、プレゼンテーションソフトを使って分かりやすく発表しましょ

う。

プレゼンテーションは、見ばえの良

いし料をつくるだけではありません。

参考「プレゼン能力をぐんぐん伸ばす！プレゼン指導 虎の巻」（スズキ教育ソフト株式会社） 

（１）考えを短い文にまとめよう。

（２）聞いている人の様子を見て話そう。

（３）自分の考えを話した後は、聞いていた人に感想を聞いてみよう。

プレゼンテーションの時間は決まって
います。聞き手が「何でだろう？」「どうし
てだろう？」と思って、しつ問してくれる
と、もっとくわしく話すことができます。

②内容

・文字はタイトルやキーワードを中

心にする

・文字数は少なくする

・文字の大きさや色はとう一する

・図や写真、表、グラフを使う

・発表原こうをじゅんびする

※アニメーションの設定など、表じの仕方

は工夫しすぎないようにしましょう。

①題名

プレゼンテーションの始めに「だれが」

「何を」伝えたいのかが、はっきり分かると

聞きやすいです。

※画面を見ただけで、伝えたいことが分かるとよ

いです。
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１ こんなプレゼンテーションをしていませんか？

□ 本や資料をそのまま写して発表している □ 自分で理解できていないことを話している

□ すでにみんなが知っていることを話している □ 調べたことを全て話している

□ いつもも造紙で発表している

２ 友だちや先生に自分の発表の感想を聞いてみよう 

ポイント 評価 わたしの感想 評価 の感想

声の大きさ

★はっきりした声で良く聞こえた
    

話す速さ

★伝えたいことをゆっくり話していた
    

アイコンタクト・表情

★表情や目線を変えていた
    

資料の正確さ

★説得できる具体的な資料だった
    

資料の見やすさ

★ワクや矢印をつけて工夫していた
    

ニュースの独自性

★発表者しか知らない情報があった
    

〔 ◎：とても良い ○：良い △：修正しよう 〕  

３ 自分のプレゼンテーションを良くするための方法や工夫をまとめてみよう

分かりやすい発表にするためには・・・

（１）伝えたい内容を整理し、ニュース性の高い情報を発信しよう。

（２）場所や聞き手に合わせて、話し方や内容を変えられるようにしよう。

（３）発表方法を工夫し、聞き手が一番分かりやすい方法を選ぼう。

友だちの発表を聞いてみよう（６年生）

もっと良い発表にするためには、友だちや先生に自分の発表を見てもらうことが大切です。お

たがいにチェックし合い、良いところや改ぜんした方が良いところを伝え合いましょう。練習を

くり返すことで自信もつきます。

自分の発表をふり返り、

チェックしましょう。

参考「プレゼン能力をぐんぐん伸ばす！プレゼン指導 虎の巻」（スズキ教育ソフト株式会社） 
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１ こんなプレゼンテーションをしていませんか？

□ 本や資料をそのまま写して発表している □ 自分で理解できていないことを話している

□ すでにみんなが知っていることを話している □ 調べたことを全て話している

□ いつもも造紙で発表している

２ 友だちや先生に自分の発表の感想を聞いてみよう 

ポイント 評価 わたしの感想 評価 の感想

声の大きさ

★はっきりした声で良く聞こえた
    

話す速さ

★伝えたいことをゆっくり話していた
    

アイコンタクト・表情

★表情や目線を変えていた
    

資料の正確さ

★説得できる具体的な資料だった
    

資料の見やすさ

★ワクや矢印をつけて工夫していた
    

ニュースの独自性

★発表者しか知らない情報があった
    

〔 ◎：とても良い ○：良い △：修正しよう 〕  

３ 自分のプレゼンテーションを良くするための方法や工夫をまとめてみよう

分かりやすい発表にするためには・・・

（１）伝えたい内容を整理し、ニュース性の高い情報を発信しよう。

（２）場所や聞き手に合わせて、話し方や内容を変えられるようにしよう。

（３）発表方法を工夫し、聞き手が一番分かりやすい方法を選ぼう。

友だちの発表を聞いてみよう（６年生）

もっと良い発表にするためには、友だちや先生に自分の発表を見てもらうことが大切です。お

たがいにチェックし合い、良いところや改ぜんした方が良いところを伝え合いましょう。練習を

くり返すことで自信もつきます。

自分の発表をふり返り、

チェックしましょう。

参考「プレゼン能力をぐんぐん伸ばす！プレゼン指導 虎の巻」（スズキ教育ソフト株式会社） 
 

１ 聞きやすい話し方

２ 資料の見せ方 目的にあった機器を使ってプレゼンテーションする

１ 実物が表示できる実物投影機 コピーできない物や立体、生きているものなどの表示に有効。

２ 臨場感が伝わる動画ビデオ 見せたいところだけを編集し、変化や動きのある情報を伝えることができる。

３ 色さい豊かで動きのあるプレゼンテーションソフト 写真や絵、表、グラフなどをリンクして、発表者が使い

やすい、聞き手が見やすい資料にできる。

３ 聞き手の情報

あなたが伝えたい相手はどんな人ですか？

あなたのプレゼン内容を ①知っている人？ ②少し知っている人？ ③知らない人、あまり興味のない人？

 

（５）動きの工夫 
①発表位置を移動 ②支持棒 ③ジェスチャー

④アイコンタクト・表情 

（４）記憶に残るフレーズ

「Yes We Can！」 
「すべての情報が指先一つで・・・」 

（３）話し途中の工夫 
①例え話「これを料理に例えると…」  
②問いかける言葉「知っていましたか？」 
③聞き手の様子で内容を変化させる 「聞き手が質問に対して答えられないようなら簡単な内容に変える」

（２）話し始めの工夫

「始めに簡単なクイズを出します」など、テ

ーマに関係するクイズから始めてもよいです。 

（１）間の取り方、話の速さ、声の大きさの調節

大切なことは「間を取り」「ゆっくり」「大

きな声」でくり返し伝えましょう。 

聞きやすい話し方、分かりやすい見せ方をしよう（中学１年生）

聞き手に「これだけは分かって欲しい」ということは何だろう。

また、そのためにどんな発表にしたら良いのでしょう。話し方や資料の見せ方を工夫して、よ

り良いプレゼンテーションになるようにしましょう。

聞き手が「どのくらいの情報を知っているか」や「どのような情報が欲

しいか」を知ることで、聞き手に伝えたい内容を正確に、分かりやすく

伝えるための工夫をすることができます。

 

参考 「マイＩＴブック」 相模原市教育委員会 
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１ １番伝えたいことは、１番に話す

プレゼンテーションの１番始めの内容は、発表者が１番伝えたい内容にします。それは、タイトルや

キャッチフレーズのような文字、図、写真であると良いでしょう。１番伝えたいことを早い段階で示す

と、聞き手が見通しをもって聞くことができます。

また、資料をつくるときにも、１番伝えたいことに対して多面的に理由をつけ加えていくことができ

るので、資料の流れを簡単につくることができます。

２ スライドの流れの例

①タイトル ②１番伝えたいこと ③目的と方法

④分かったこと１ ⑤分かったこと２ ⑥まとめと課題

 
 
 
 

３ 繰り返し練習しよう

まとめのタイトル 
・ 
・ 

 

分かったこと 
図・写真・文字 
絵や写真の説明 

※分かったこと② 

分かったこと 
図・写真・文字 
絵や写真の説明 

※分かったこと① 

調べた利用 調べ方 
図・写真 ① 
・文字 ② 

③ 

１番伝えたいこと

図・写真・文字

簡単な説明・主張

タイトル 

写 真 

名前  

誰でもできる、プレゼン資料をつくろう（中学２年生）

プレゼンテーション資料が完成したら発表練習をしましょう。良い資料も、説明がスムーズ

でないと、聞き手に上手に伝えることはできません。

また、練習する中で、資料がさらに改善できるかもしれません。繰り返し練習しましょう。

中学２年生では、校外学習や職業体験で調べたことや体験したことを発表します。そのとき、

分かりやすい資料にするためにコンピュータを利用してプレゼンテーション資料をつくりましょ

う。写真や動画などを見せるとさらに分かりやすいです。

調べて分かったことは、発表時間や聞き手の様子

に合わせて調節しましょう。スライドごとに画面を

見ただけで、伝えたいことが分かると良いです。

調べたことから分かった課題を最

後にしっかり示しましょう。

また、その課題に対しての質問や意

見はしっかりメモし、次に生かしまし

ょう。

参考「プレゼン能力をぐんぐん伸ばす！プレゼン指導 虎の巻」（スズキ教育ソフト株式会社） 
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１ １番伝えたいことは、１番に話す

プレゼンテーションの１番始めの内容は、発表者が１番伝えたい内容にします。それは、タイトルや

キャッチフレーズのような文字、図、写真であると良いでしょう。１番伝えたいことを早い段階で示す

と、聞き手が見通しをもって聞くことができます。

また、資料をつくるときにも、１番伝えたいことに対して多面的に理由をつけ加えていくことができ

るので、資料の流れを簡単につくることができます。

２ スライドの流れの例

①タイトル ②１番伝えたいこと ③目的と方法

④分かったこと１ ⑤分かったこと２ ⑥まとめと課題

 
 
 
 

３ 繰り返し練習しよう

まとめのタイトル 
・ 
・ 

 

分かったこと 
図・写真・文字 
絵や写真の説明 

※分かったこと② 

分かったこと 
図・写真・文字 
絵や写真の説明 

※分かったこと① 

調べた利用 調べ方 
図・写真 ① 
・文字 ② 

③ 

１番伝えたいこと

図・写真・文字

簡単な説明・主張

タイトル 

写 真 

名前  

誰でもできる、プレゼン資料をつくろう（中学２年生）

プレゼンテーション資料が完成したら発表練習をしましょう。良い資料も、説明がスムーズ

でないと、聞き手に上手に伝えることはできません。

また、練習する中で、資料がさらに改善できるかもしれません。繰り返し練習しましょう。

中学２年生では、校外学習や職業体験で調べたことや体験したことを発表します。そのとき、

分かりやすい資料にするためにコンピュータを利用してプレゼンテーション資料をつくりましょ

う。写真や動画などを見せるとさらに分かりやすいです。

調べて分かったことは、発表時間や聞き手の様子

に合わせて調節しましょう。スライドごとに画面を

見ただけで、伝えたいことが分かると良いです。

調べたことから分かった課題を最

後にしっかり示しましょう。

また、その課題に対しての質問や意

見はしっかりメモし、次に生かしまし

ょう。

参考「プレゼン能力をぐんぐん伸ばす！プレゼン指導 虎の巻」（スズキ教育ソフト株式会社） 
 

１ 表現の場面と表現方法

１ 課題づくりで表現活動する 思いや考えを広げ、課題としてまとめることができる

ウェビングマップで表現 順位づけで表現

２ 収集・整理・分析した内容を表現する 課題解決への糸口が見つかる

Ｘチャートで表現 ベン図で表現 座標軸で表現

３ まとめた内容を表現する

表やグラフで表現 プレゼン資料で表現

２ 上手に表現できるようになると…

表現の場面を探してみよう（中学校３年生）

これまで様々な方法で、課題・収集・吟味・表現を繰り返し、自分の課題について深めてきま

した。しかし、内容が難しくなるにつれ、課題について調査し、考えることが難しくなりました。

ここでは、これまでに学習してきたことを活用し、様々な場面で表現活動を行い、友だちからの

アドバイスをヒントに、課題についてさらに深められるようにしていきましょう。

これらの思考ツールを

上手に活用して、それぞれ

の場面で自分が考えたこ

とを表現してみましょう。 

（１） 考えを広げたり、まとめたりすることができます。

（２） 自分の思いや考えの様子を伝えることができます。

（３） 自分の思いや考えと、他人の思いや考えを共有できます。

 新たな発見があります。 
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参考、引用文献・ホームページ

教育技術ＭＯＯＫ　考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業	
田村　学（著）、黒上　晴夫（著）　小学館

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開	 文部科学省

わたしたちとじょうほう　３年４年	 堀田　龍也（著）学研

とびだせ！ソウゴウたんてい団	 教育出版

マイＩＴブック～よりよい学びのために～	 相模原市教育委員会

プレゼン能力をぐんぐん伸ばす！プレゼン指導　虎の巻
	 堀田　龍也（著）　スズキ教育ソフト

小学校社会科副読本「さがみはら」	 相模原市教育委員会

さがみはらスタディメイトホームページ	
（http://www.sagamihara-kng.ed.jp/study/）

さがみはらキッズホームページ
（http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/sagamiharakids/index.html)
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